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叙位・叙勲授与　従六位旭日双光章

上野山 良彦 さん（野田）

上野山さんは、3 町合併で誕生した有田川町商工会の初
代会長に就任し、4 期 12 年務められました。和歌山県商
工連合会理事や有田川町観光協会理事なども歴任し、中
小企業振興に大きく寄与されました。

今回の叙位・叙勲は、上野山さんの生前の功績に対し
て贈られたものです。

八幡中学校が「ふるさとわかやま学習大賞」を受賞
八幡中学校 3 年生が総合的な学習の時間に

取り組んできたふるさと PR 動画が、和歌山県
教育委員会が主催する「ふるさとわかやま学
習大賞」を受賞しました。

企画会議から始まり、地域の皆さまへの協
力依頼、写真の選出、動画・音響の作成など、
この学習を通じて生徒はさまざまな力をつけ
るとともに、動画などの作成には配慮すべき
たくさんのことがあることを学びました。

第 2 次有田川町長期総合計画
（後期計画）を策定しました

平成 29 年度（2017 年度）～令和 8 年度（2026 年度）までの 10
年間を計画期間とする第 2 次有田川町長期総合計画について、令和
4 年度（2022 年度）から 5 年間の基本計画を定めた「第 2 次有田川
町長期総合計画（後期計画）」を策定しました。

この計画は、計画期間の前期（平成 29 年度（2017 年度）～令和
3 年度（2021 年度））の 5 年間に実施した施策の検証を行い、これ
からの 5 年間で有田川町が目指す将来像とまちのづくりの課題、政
策の方向性を示すものとして策定したものです。

この計画は、町ホームページでご覧いただけます。

写真＝授与式に出席されたご遺族の上野山 栄作さん
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第 17 回　有田川町スポーツ表彰受賞者（個人） 
№ 氏名 学校 学年 種目 表彰名
1 中　さくら 県立耐久高校 3 水球 スポーツ賞
2 井口　恒星 吉備中学校 3 硬式野球 スポーツ賞
3 木地　紗都樹 石垣中学校 3 ボート スポーツ奨励賞
4 生駒　明日紀 吉備中学校 3 空手 スポーツ奨励賞
5 須佐見　容平 県立海南高校 1 陸上 スポーツ奨励賞
6 山田　健吾 県立和歌山東高校 2 硬式野球 スポーツ奨励賞
7 森本　恵翔 立命館大学 1 アメリカンフットボール スポーツ奨励賞
8 青石　一樹 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
9 戎谷　新 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
10 岡野　翔真 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
11 木本　凰獅 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
12 小熊　滉明 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
13 速水　奏翔 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
14 保田　美羽 吉備中学校 2 陸上 スポーツ努力賞
15 小原　亜悠 県立熊野高校 2 空手 スポーツ努力賞
16 中山　和 県立熊野高校 2 空手 スポーツ努力賞
17 久世　楓莉 県立熊野高校 1 空手 スポーツ努力賞
18 西出　帆真礼 県立箕島高校 2 柔道 スポーツ努力賞
19 江川　航太 県立箕島高校 3 ホッケー スポーツ努力賞
20 溝上　礼惟 県立箕島高校 3 ホッケー スポーツ努力賞
21 山田　快理 県立箕島高校 1 ホッケー スポーツ努力賞
22 森田　菜々 小川小学校 5 陸上 スポーツジュニア賞
23 中谷　陽南 田殿小学校 3 空手 スポーツジュニア賞
24 三木　彩乃里 藤並小学校 2 空手 スポーツジュニア賞
25 白岩　結愛 藤並小学校 4 日本拳法 スポーツジュニア賞
26 北　好男 ― ― ジュニア駅伝 スポーツ特別賞

第 17 回有田川町スポーツ表彰

第 17 回　有田川町スポーツ表彰受賞団体
№ 団体名 種目 該当賞
1 吉備中学校　女子空手道部 空手 スポーツ努力賞
2 吉備中学校　男子空手道部 空手 スポーツ努力賞
3 吉備中学校　女子バスケットボール部 バスケットボール スポーツ努力賞
4 吉備中学校　陸上競技部女子リレーメンバー 陸上 スポーツ努力賞
5 KIBI-jr クラブ（男子） ミニバスケットボール スポーツジュニア賞

3 月 12 日（土）に金屋文化保健センターで「第 17 回有田川町スポーツ表彰式」を執り行いました。
有田川町スポーツ表彰は令和 3 年（2021 年）1 月 1 日～令和 3 年（2021 年）12 月 31 日中に、スポーツ発

展ならびにスポーツ活動で優秀な成績を収めた個人・団体の栄誉をたたえるものです。全国規模の大会で 1
位から 3 位までの成績を挙げた人が受賞する「スポーツ賞」をはじめとして、26 人・5 団体が受賞しました。
おめでとうございます。
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一般会計 149 億 9,649 万円
簡易水道事業特別会計 18 億 544 万円
公共下水道事業特別会計 87 億 9,458 万円
農業集落排水事業特別会計 8 億 3,865 万円
簡易排水事業特別会計 233 万円
浄化槽事業特別会計 2,133 万円
水道事業会計 4 億 216 万円

・入湯税については、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
および消防施設その他消防活動に必要な施設の整備なら
びに観光の振興に要する費用に充てる目的税であることか
ら、観光振興基金へ積み立てます。

・地方消費税交付金の社会保障財源化分については、老人福
祉費および障害者福祉費、児童福祉総務費、児童措置費へ
充当します。

目的税等の使途の明確化

各会計 地方債残高
（令和 4 年度（2022 年）末見込み額）

一人当たりの町税負担額（見込み額）

11 万 3,679 円
一人当たりに使われるお金（見込み額）

63 万 216 円
一人当たりの地方債残高

（令和 4 年度末見込み額）

57 万 9,463 円

一般会計　1 人当たりでは？

歳入・歳出それぞれ

総額 163 億 1,000 万円

【令和 3 年度　165 億 2,000 万円】

※令和4年（2022年）1月31日現在の人口（2万5,880人）で計算
しています。

令
和
4
年
度　

有
田
川
町
の

予
算

地方交付税
62億5,000万円
（38.3%）

国庫支出金
12億534万円 
（7.4%）

県支出金
11億7,026万円 
（7.2%）

（8.8%）
（7.1%）

固定資産税 14億4,274万円
地方債
6億8,200万円（4.1%）

地方譲与税等※2　8億8,133万円（5.4%）

町民税 11億5,597万円
たばこ税 2億463万円（1.3%）
軽自動車税 1億2,755万円（0.8%）
入湯税 1,112万円（0.1%）

繰入金 17億2,917万円（10.6%）

ふるさと応援寄附金
10億円（6.1%）

使用料等※1

4億4,989万円（2.8%）

自主財源
38.3％

依存財源
61.7％

歳入 ※１　使用料・手数料・分担金・負担金・財産収入・寄附金（ふるさと
応援寄附金除く）・繰越金・諸収入の計

※２　地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式譲渡所得割交付
金・法人事業税交付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税交付金・
環境性能割交付金・地方特例交付金・交通安全対策交付金の計
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事業名 担当課
参議院議員通常選挙 総務課
和歌山県知事選挙 総務課
ふるさと応援事業 企画調整課
都市計画マスタープラン策定事業 建設課
簡易水道施設整備事業 水道課
下水道統合事業 下水道課
マイナンバーカード交付事業 住民課
すまい給付金事業 税務課
子育て支援事業（出産祝い金など） やすらぎ福祉課
新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業 健康推進課
営農環境整備対策事業 産業課
森林環境譲与税活用事業 林務課
移住就業支援拠点施設整備事業 商工観光課
藤並小学校教室増築事業 こども教育課
史跡土地等購入事業（藤並館跡） 社会教育課
消防施設整備事業（高規格救急自動車購入） 消防本部

主な事業および新規事業

国民健康保険事業 36 億 3,018 万円
後期高齢者医療事業 7 億 7,745 万円
介護保険事業 32 億 5,664 万円
特別養護老人ホーム等事業 496 万円
簡易水道事業 5 億 3,892 万円
公共下水道事業 15 億 2,736 万円
農業集落排水事業 2 億 8,264 万円
簡易排水事業 209 万円
浄化槽事業 696 万円
かなや明恵峡温泉事業 7,535 万円
水道事業【収益的】

収入 4 億 9,440 万円
支出 4 億 1,001 万円

水道事業【資本的】
収入 100 万円
支出 2 億 2,111 万円

主な特別会計予算の状況

人件費
30億6,643万円
（18.8%）

公債費
24億

6,605万円
（15.1%）

扶助費
13億8,345万円
（8.5%）

普通建設事業費
12億1,620万円
（7.5%）

物件費
25億6,755万円
（15.7%）

繰出金
25億3,175万円
（15.5%）

補助費等
17億2,445万円
（10.6%）

義務的経費
42.4%

投資的経費
7.4%

その他経費
50.2%

維持補修費（1.1%）
1億7,541万円

積立金（7.0%）
11億4,870万円

予備費（0.2%）
3,000万円

歳出
42億4,590万円
24億6,605万円
22億1,077万円
13億3,245万円
12億7,295万円
13億855万円
11億4,870万円
12億1,600万円
7億5,407万円
2億1,808万円
9,487万円
3,000万円
1,160万円

1万円

民生費
公債費
総務費
土木費
農林水産業費
衛生費
諸支出金
教育費
消防費
商工費
議会費
予備費
労働費
災害復旧費

一般会計の性質別内訳一般会計の目的別内訳
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令和 5 年（2023 年）4 月 1 日採用

有田川町職員採用試験
一般事務職・保育士・消防職

■申し込み・問い合わせ（一般事務職・保育士）
有田川町役場 総務課（吉備庁舎 3 階）
〒 643-0021　有田川町大字下津野 2018-4
☎ 22‐3291（直通）　FAX52‐3210
E-mail　b.somu@town.aridagawa.lg.jp

有田川町では新しい時代に向け、新しい魅力を持った
個性ある町の創造を目指し「第 2次長期総合計画」の基
本理念・目標を実現するため、既成概念にとらわれない
創造力豊かな職員を募集します。
筆記試験は SPI3。町職員として有田川町のまちづくり
に参加したい、個性とやる気のある皆さまをお待ちして
います！

【有田川町が求める職員像】
一般事務職・保育士／アイデアを形にする職員・自ら考
え行動できる職員・チームプレーができる職員
消防職／“住民の生命・身体・財産を守る”大切な任務
を遂行するため、あらゆる消防事象に立ち向かう体力、
勇気、使命感と誇りを持ち、規律と礼儀を重んじる誠
実な職員

1. 職種および採用予定人員
職種 試験区分 採用予定人員 職務内容

一般事務職
Ａ（一般） 2 人程度

町長部局または教育委員会などの事務Ｂ（高校新卒） 1 人程度
身体障害者 1 人程度

保育士 2 人程度 各町立保育所・子育て支援センターなど、保育の資格に関する業務
消防職 1 人程度 消防本部および各消防署における消防業務

2‐2. 受験資格（消防職）
受験資格 日本国籍を有し、平成 10 年（1998 年）4 月 2 日から平成 17 年（2005 年）4 月 1 日までに生まれた人

採用
選考
基準

身長 おおむね 160 ㎝以上
胸囲 身長のおおむね 2 分の 1 以上
体重 おおむね 50 ㎏以上

視力 １．矯正視力を含み、両眼で 0.7 以上、かつ一眼（裸眼）でそれぞれ 0.3 以上
２．赤色、青色および黄色の識別ができること

聴力 正常であること
肺活量 おおむね 3,000 ㎤以上

その他
1. 体質が健全で、四肢関節に障害などがなく、諸機能が正常であること
2. 精神機能および神経系統に異常がないこと
3. 言語明瞭で十分発声ができること　4. 職務執行上、支障のある疾患のないこと

居住地 受験者の居住地は問わないが、採用後は管轄区域内（有田川町）への居住が必要

2‐1. 受験資格（一般事務職・保育士）
職種 試験区分 受験資格

一般事務
職

Ａ（一般） 平成 4 年（1992 年）4 月 2 日から平成 17 年（2005 年）4 月 1 日までに生まれた人
Ｂ（高校新卒） 令和 5 年（2023 年）3 月に高等学校を卒業見込みの人

身体障害者

昭和 62 年（1987 年）4 月 2 日から平成 17 年（2005 年）4 月 1 日までに生まれた人で、
次の①～③のすべての要件を満たす人
①次の ア）、イ）、ウ）のいずれかの手帳の交付を受けた人
　ア）身体障害者福祉法第 15 条に規定する身体障害者手帳　イ）療育手帳　ウ）精神障害者保健福祉手帳
②自力により通勤ができ、介助者なしに一般事務職としての職務の遂行が可能な人
③活字印刷文による出題に筆記用具を用いて手書きで回答できる人および口頭による面接

試験に対応できる人

保育士 昭和 57 年（1982 年）4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人または令和
5 年（2023 年）3 月卒業見込みで保育士の資格を取得見込みの人

■申し込み・問い合わせ（消防職）
有田川町消防本部 消防総務課
〒 643-0811　有田川町大字庄 1042
☎ 52‐5950　FAX52-5952
E-mail　fire119@town.aridagawa.lg.jp町 HP 採用案内
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3‐1. 一般事務職 A　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

第 1 次試験

書類受け付け
・個人面接
（10 分程度）

5/21( 土）
～ 5/31（火）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート

●土日も受け付けます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。

筆記試験（SPI3） 6/9（木）
～ 6/23（木）

左記の期間中に、全国のテ
ストセンターで受検。詳し
くはホームページや募集案
内をご覧ください。

第 2 次試験 個人面接 7/16（土）・17（日）予定
第 3 次試験 個人面接 8/20（土）予定

3‐2. 一般事務職 B・障害者対象　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

書類受け付け
8/9( 火）
～ 8/18（木）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート
③障害者手帳に関する申

出書と障害者手帳
※障害者のみ

●土・日・祝日を除きます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。

第 1 次試験
筆記試験（SPI3）

（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分）

9/18（日）
9:40 ～

吉備庁舎３階
中会議室

第 2 次試験 個人面接 10/9（日）予定
第 3 次試験 個人面接 10/23（日）予定

3‐3. 保育士　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

第 1 次試験
書類受け付け
個人面接 

（10 分程度）

5/21( 土）
～ 5/31（火）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート

●土日も受け付けます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。
筆記試験（SPI3）

（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分）

6/19（日）
9:40 ～

金屋文化
保健センター

第 2 次試験 個人面接 7/16（土）・17（日）予定
第 3 次試験 個人面接 8/20（土）予定

3‐4. 消防職　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

書類受け付け
8/9( 火）
～ 8/18（木）
8:30 ～ 17:15

消防本部
消防総務課

1. 有田川町職員採用試験
受験申込書

※ A4 両面印刷

2. 顔写真 2 枚（縦 4 ㎝×
横 3 ㎝）

※ 1 枚は受験申込書に貼
付するものとする。

●土・日・祝日を除きます。
●予約不要です。
●遠方に居住しているな

ど、やむを得ず受付期間
内に直接持参できない場
合に限り、締切日までに
必着で郵送可。

※郵送の場合は、必ず特定
記録郵便または簡易書留
郵便とし、封筒の表に「採
用試験申込」と朱書きし
てください。これら以外
による不着の問題につい
ては一切対応いたしかね
ます。

第 1 次試験

筆記試験（SPI3）
（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分、 
エントリーシート
60 分）

9/18（日）
8:30 ～

消防本部 2 階
会議室

第 2 次試験 身体検査・体力測定 10/9（日）予定
第 3 次試験 個人面接 10/23（日）予定
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河
川
水
位
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す

有
田
川
町
で
は
、
町
内
の
河
川

に
「
河
川
監
視
カ
メ
ラ
」
と
「
河

川
水
位
計
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

水
位
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
あ

り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害

は
、
天
気
予
報
な
ど
で
事
前
に
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
、
浸
水
想
定
区
域
な

ど
を
確
認
し
、
水
位
状
況
を
見
て

早
め
の
対
策
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

有
田
川
町

洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
届
い
た
ら

●
命
を
守
る
行
動
を
考
え
る

必
ず
、
自
宅
や
職
場
な
ど
の
災
害
想
定

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
浸
水
想
定
区
域
内
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
に
立
地
し
て
い
な
い
か

・
避
難
場
所
は
ど
こ
か

・
避
難
経
路
は
ど
の
ル
ー
ト
が
安
全
か

各
家
庭
や
地
域
で
命
を
守
る
行
動
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
行
動
① 

立
ち
退
き
避
難

自
宅
や
職
場
が
浸
水
想
定
区
域
内
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
立
地
し
て
い
る
場

合
は
、
原
則
、
安
全
な
場
所
へ
立
ち
退
き

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
や
家
庭
で
避

難
す
る
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
行
動
② 

在
宅
避
難

自
宅
や
職
場
が
浸
水
想
定
区
域
内
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
立
地
し
て
い
な
い

場
合
は
、
立
ち
退
き
避
難
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
宅
や
職
場
に
い
て
も
大
丈

夫
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
2
階
へ
避
難
す
る
な
ど
の
在
宅
避
難

が
必
要
で
す
。
数
日
間
家
か
ら
出
ら
れ
な

い
こ
と
も
想
定
し
、
水
や
食
糧
、
生
活
必

需
品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

捨てずに各家庭に保存！

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

洪
水
や
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
を
地
図
に

ま
と
め
た
「
有
田
川
町
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
吉
備
エ
リ
ア
・
金
屋
エ
リ

ア
・
清
水
エ
リ
ア
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

有田川町河川
水位監視情報

和歌山県河川
水位監視情報

二川ダム
水位監視情報

●
冊
子
の
配
布
、
デ
ー
タ
配
信
を
行
い
ま
す

・
冊
子
の
配
布
／
各
世
帯
へ
配
布

・
デ
ー
タ
配
信
／
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
あ

り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
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スマートフォン向けアプリ

 
情
報
を
得
る 

＝ 

命
を
守
る

●
待
つ
だ
け
で
は
情
報
は
得
ら
れ
な
い

全
国
で
発
生
し
た
過
去
の
大
災
害
で
は
、

行
政
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
何
度
も
緊
急
情
報

が
配
信
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
情
報
が
届

か
ず
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

気
象
状
況
な
ど
で
、
屋
外
で
は
防
災
行

政
無
線
放
送
の
内
容
が
、
特
に
聞
き
取
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
つ
け
て
い
な
い
と
緊
急
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

●
積
極
的
に
情
報
の
取
得
を
！

多
く
の
人
が
携
帯
電
話
を
所
有
す
る
現

代
。
緊
急
の
防
災
情
報
を
適
切
に
住
民
の

皆
さ
ま
に
届
け
る
た
め
、
有
田
川
町
で
は

下
記
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
一
人
一
人
に

と
っ
て
最
も
適
し
た
手
段
で
、
積
極
的
に

情
報
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
度
の
被
災
が
命
取
り
に

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
今
回

も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
で
は
、
大
切
な

命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
情

報
や
避
難
情
報
を
取
得
し
た
際
は
、
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
や
家
族
の
命
を
一
番
に
守
れ
る
の

は
、
あ
な
た
で
す
。

有田川町公式のスマートフォンアプリです。
防災行政無線の放送内容やハザードマップ、

緊急情報を確認できるほか、行政情報を配信し
ています。

登録したメールアドレスに、災害情報や緊急
情報、防災行政無線の放送内容を配信します。

【登録方法】
①下記アドレスに、空メールを送信
　bousai.aridagawa-town@raiden2.

ktaiwork.jp
※ QR コードを読み込むと、メールが
　すぐに送れます。
②折り返しメールが届いたら、内容にそって登録手続

きを完了。
※「aridagawa-town@raiden2.ktaiwork.jp」 か ら メ ー ル

が配信されるので、受信できるように設定をお願い
します。

※パケット通信費用は本人負担です。

有田川町防災アプリ
「ありだがわ防災・行政ナビ」

メール

放送・音声

インターネット

有田川町防災情報メール配信サービス

町ホームページと町公式 Twitter から災害情
報や緊急情報、防災行政無線の放送内容を確認
できます。●電話番号／ 0120-76-2700

直前に放送した内容を音声で確認できるサー
ビスです。ご自宅の固定電話や携帯電話から電
話すると、放送内容を聞くことができます。通
話料はかかりません。

防災行政無線による放送

防災行政無線自動応答案内

iPhone
（iOS）

android

※「ライフビジョン」アプリを
インストールしてください。

Twitter
有田川町役場
@join_hajimail

町ホームページ
防災情報

緊急情報を屋外スピーカーなどから、住民の
皆さまにお伝えします。

窓を開けたり、屋外に出て聞き取るようにし
てください。

ぜひ登録を！
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春
の
全
国

交
通
安
全

運
動

 

令
和
4
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
広
く
国
民
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、

国
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
春
と
秋
の
2

回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
は
、
4
月
6
日
（
水
）

～
15
日
（
金
）
ま
で
の
10
日
間
で
、
4
月

10
日
（
日
）
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
で
す
。

春
の
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ
ン
は
、
ま
だ

道
路
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
・
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
交
通
ル
ー

ル
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

町
で
の
取
り
組
み

有
田
川
町
で
は
、
交
通
安
全
推
進
の
た

め
「
交
通
指
導
員
」
や
「
交
通
安
全
母
の

会
」な
ど
の
方
が
日
々
活
動
し
、交
通
ル
ー

ル
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
街
頭
で
交

通
指
導
を
行
っ
た
り
、
小
中
学
校
で
歩
行

や
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
を
中
心
と
し
た

交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
春
と
秋
の
「
全
国
交
通
安
全
運

動
」、
夏
と
冬
の
「
わ
か
や
ま
交
通
安
全

運
動
」
で
は
、
ス
ー
パ
ー
で
の
街
頭
啓
発

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有田湯浅警察署からのお知らせ
～交通ルールを守り、交通事故ゼロを目指して～

令和 3 年（2021 年）に有田川町内で発生し
た交通事故は、死亡事故 2 件、人身事故 22 件、
物件事故 520 件の計 544 件でした。

有田川町内では、駐車場内や町道、県道吉備金屋線
で車両単独や出会い頭の事故が多く発生しています。

また、日没後間もない時間帯に歩行者の道路横断中
の重大事故も発生しています。ドライバーの皆さまは
事故を防ぐため、一時停止の規制や見通しの悪いとこ
ろでは、しっかり停止して安全を確認してください。
また、横断歩道では必ず歩行者を優先してください。

高齢ドライバーの交通事故が多発しています。
運転に不安を感じたら、まずは警察に相談を！

●安全運転相談ダイヤル　☎ #8080
※受け付け／平日 9:00 ～ 16:00

運転免許証の自主返納

※令和 4 年（2022 年）4 月 1 日から、有田警察署と湯浅警察署が統合し「有田湯浅警察署」となります。

0 30 60 90 120 150

0 50 100 150 200 250

駐車場内
町道

県道吉備金屋線
国道480号

その他の県道
国道42号
国道424号

その他の道路

139
135

97
57

35
30
28
23

222
95
83

68
33
21
8
8
6

車両単独
車両相互
出会い頭

追突
すれ違い時
右左折時
正面衝突
人対車両

追越追抜時

〈
事
故
類
型
〉

〈
道
路
別
〉
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有田川町天文クラブ
星見会・観望会開催のお知らせ

有田川町天文クラブは、毎月第 1 土曜日に金屋
テニス公園（吉原）の南隣にある「吉原ほしみ広
場」で、旧生石高原天文台にあった口径 50㎝反
射望遠鏡などを使う星見会を実施しています。

参加費は無料で、開催時間中であればいつで
も自由に参加できます。
※雨天・曇天時は開催を中止します。

星見会
●星見会開催日（毎月第 1 土曜日）

4 月 2 日、5 月 7 日、6 月 4 日、
7 月 2 日、８月 6 日、9 月 3 日、
10 月 1 日、11 月 5 日、12 月 3 日
1 月 7 日、2 月 4 日、3 月 4 日

●開催時間（1 時間 30 分程度）
19:00 ～　※ 6 ～ 8 月は 19:30 ～　

季節の星や星座、見ごたえのある惑星を望遠鏡で見る観望会を開催します。
特に 8 月 13 日（土）の観望会では、月や夏の大三角（デネブ・アルタイル・ベガ）などを見

ることができ、運が良ければペルセウス座流星群の流れ星を見ることができます。観望会も参加
費は無料で、開催時間中であればいつでも自由に参加できます。

観望会

開催日 内容 場所
8 月 6 日（土） 月と夏の星空観望会 金屋中学校
8 月 13 日（土） 月と夏の星空観望会 地域交流センター（ALEC）

09 月 10 日（土） 中秋の名月お月見会 吉原ほしみ広場
10 月 8 日（土） 月と惑星観望会 八幡中学校
11 月 2 日（水） 月と惑星観望会 安諦小学校
11 月 8 日（火） 皆既月食観望会 地域交流センター（ALEC）

開催時間／ 19:00 ～　※ 6 ～ 8 月は 19:30 ～（1 時間 30 分程度）　※雨天・曇天時は開催を中止します。

月食時の写真（部分月食・最大食分約 98％） 口径 50㎝反射望遠鏡（全長 3m）

問社会教育課（金屋庁舎）
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

～「おうち時間」と「そとでの時間」を組み合わせた健康づくりで元気力アップ～

「おうち時間」が増えている暮らしの中で、感染
予防を中心に“今できること”を大切に過ごしてい
きましょう。

【おうちえ】
　お　「おいしく食べて健康に」（からだ）
　う　「うちですごす時間を豊かに」（くらし）
　ち　「ちいきで近くで支え合い」（きずな）
　え　「えがおでゆとりの心持ち」（こころ）

長引くコロナに負けない「からだ」づくり

（東京大学　高齢社会総合研究機構より引用）

●ウォーキング

春を迎え、動きやすい季節がやってきました。
ウォーキングから始めてみましょう。
・無理せずマイペースで
・水分補給を忘れずに
・歩く前と後にストレッチを
・持病のある方は主治医に相談を

●いきいきわかやま体操アプリ
　和歌山県が実施している体操アプリです。
　動画を見ながら自宅で体操してみましょう。体操回数に応じてポイントを獲得できます。

おうち時間

そとでの時間

（公益財団法人 長寿科学振興財団 健康長寿ネットより引用）

肘を曲げて腕を振り
ます。

足は後ろ足のつま先で地
面を踏み込むようにして
重心を前に移動させます。

視線は自然に前を向き、
頭を天からつり上げられ
ているような気持ちで高
くして背筋を伸ばします。

第１趾（足の親指）〜第
5趾（足の小指）まです
べての指が働くようにし
ます。

いきいきわかやま体操アプリ
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・
物
事
に
集
中
で
き
な
い

・
だ
る
さ
が
続
く

※
症
状
が
2
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
専

門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

●
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

「
起
き
る
時
間
」「
寝
る
時
間
」「
朝
昼

夕
の
ご
飯
の
時
間
」
を
毎
日
な
る
べ
く
同

じ
時
間
に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
野
菜

や
果
物
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
旬
の
も
の
は
栄
養
も
豊
か
で
食

べ
る
楽
し
み
も
大
き
く
膨
ら
み
ま
す
。

●
適
度
に
運
動
す
る

運
動
す
る
と
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
効

果
的
で
す
。

●
休
養
を
と
る

休
日
に
何
も
し
な
い
、
の
ん
び
り
過
ご

 

心
身
の
疲
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

春
は
、
気
候
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新

し
い
職
場
や
仲
間
、
引
っ
越
し
な
ど
「
変

化
」
の
多
い
季
節
で
す
。
気
温
高
低
差
に

伴
う
体
温
調
節
や
新
し
い
環
境
で
の
こ
こ

ろ
の
疲
労
な
ど
、
急
な
変
化
に
順
応
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
体
と
心
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
て
し
ま
い
、
自
律
神
経
も
乱
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
。
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
心
身

の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
気
づ

か
な
い
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
が
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

 

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か

・
不
安
や
心
配
が
頭
を
離
れ
な
い

・
食
欲
が
な
い
、
ま
た
は
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
う

・
す
ぐ
に
疲
れ
る

・
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
楽
し
く
な
い

・
寝
つ
き
が
悪
い

・
気
持
ち
が
張
り
詰
め
て
い
る

す
時
間
も
必
要
で
す
。音
楽
を
聴
い
た
り
、

散
歩
し
た
り
、
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

こ
こ
ろ
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　「
快
眠
体
操
」

●
背
伸
び

①
仰
向
け
に
な
り
両
手
を
頭
の
上
で
組

む
。

②
手
の
ひ
ら
を
外
向
き
に
返
し
た
ら
、
思

い
き
り
背
伸
び
す
る
。

・
ゆ
っ
く
り
3
回
繰
り
返
す
。

●
腰
ひ
ね
り

①
仰
向
け
に
な
り
、
両
手
を
真
横
に
広
げ

膝
を
立
て
る
。

②
顔
を
左
に
向
け
、
両
膝
を
そ
ろ
え
た
ま

ま
足
を
右
側
に
倒
す
。

・
左
右
交
互
に
3
回
繰
り
返
す
。

●
お
尻
伸
ば
し

・
仰
向
き
に
な
り
、
左
右
ど
ち
ら
か
の
足

を
両
手
で
抱
え
、
ゆ
っ
く
り
引
き
寄
せ

る
。

・
左
右
交
互
に
3
～
5
回
繰
り
返
す
。

●
脱
力

①
仰
向
け
に
な
り
、
両
手
両
足
を
上
げ
、

ぶ
る
ぶ
る
震
わ
せ
る
。

②
全
体
の
緊
張
、
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
た
ら
手

足
を
自
然
に
下
ろ
す
。

春を見つけよう
～親子で散歩～

●日時／ 4 月 19 日（火）
　　　　10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／4月11日（月）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（4月8日・15日・22日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎月の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

春
は
こ
こ
ろ
の
乱
れ
に
要
注
意
！
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

4 月 19 日（火）
8:00 ～ 8:30　旧北小学校

特定・胃・大腸・胸部・乳房
9:30 ～ 10:00　西ケ峯コミュニティセンター

特定・胃・大腸・胸部・乳房
4 月 27 日（水）

8:00 ～ 8:30　境川コミュニティセンター
特定・胃・大腸・胸部

9:30 ～ 10:00　日物川コミュニティセンター
特定・胃・大腸・胸部

※令和 4 年度（2022 年度）の集団健診の日程は、
　次のページでご確認ください。
※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉　
　室でお申し込みください。
※webからお申し込みできます。
　（https://logoform.jp/f/WqnaJ）へ
　アクセスいただくか、QRコードを
　読み込んでください。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

4 月 7 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

4 月 6 日（水）
一般健康相談・骨密度測定
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

4 月 4 日（月）清水保健センター
4 月 7 日（木）金屋文化保健センター
4 月 21 日（木）金屋文化保健センター
5 月 2 日（月）清水保健センター
5 月 12 日（木）金屋文化センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）12 月生まれ］
　4 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）5 月生まれ］
　4 月 5 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）8 月生まれ］
　4 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）1 月生まれ］
　4 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）9 月生まれ］
　4 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

実施時間
9:00～
11:00

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）2 月）

加入者数 7,432 人

支払額 2 億 7,608 万円

1 人当たりの医療費
3 万 7,147 円

（前年同月 3 万 9,414 円）

令和 2 年度（2020 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年
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集団健診
日程表

令和 4 年度（2022 年度）

実施日 受付時間 場所 検査項目

4 月 19 日 ( 火 )
8:00 ～ 8:30 旧北小学校 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 西ケ峯コミュニティセンター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

4 月 27 日 ( 水 )
8:00 ～ 8:30 境川コミュニティセンター 清水 特定 胃 大腸 胸部

9:30 ～ 10:00 日物川コミュニティセンター 清水 特定 胃 大腸 胸部

5 月 13 日 ( 金 )
8:00 ～ 8:30 旧粟生小学校 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 五郷生活改善センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

5 月 15 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

5 月 20 日 ( 金 )
8:00 ～ 8:30 楠本区民センター 清水 特定 大腸 胸部

9:30 ～ 10:00 東大谷生活改善センター 清水 特定 大腸 胸部

5 月 22 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きびドーム 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6 月 5 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 清水保健センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

6 月 10 日 ( 金 )
8:00 ～ 8:30 久野原消防詰所 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 安諦地区基幹集落センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6 月 14 日 ( 火 )
8:00 ～ 8:30 大谷公民館 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 水尻公民館 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6 月 19 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6 月 27 日 ( 月 ) 8:00 ～ 9:00 石垣公民館 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6 月 29 日 ( 水 )
8:00 ～ 8:30 下湯川ふるさと村 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30 ～ 10:00 三田活性化センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

7 月 3 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きびドーム 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

7 月 12 日 ( 火 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8 月 6 日 ( 土 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8 月 21 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 城山出張所 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

8 月 28 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きび保健福祉センター 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9 月 20 日 ( 火 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

10 月 7 日 ( 金 ) 8:00 ～ 8:30 清水保健センター 清水 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1 月 17 日 ( 火 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1 月 29 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 きびドーム 吉備 特定 胃 大腸 胸部 乳房

2 月 19 日 ( 日 ) 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター 金屋 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

●対象者
・がん検診／対象年齢の有田川町民の方。胃・大腸・胸部・乳房は

40 歳以上、子宮は 20 歳以上。
・特定健診／ 40 歳以上の有田川町国民健康保険加入者の方（一部若

年者を含む）。
●後期高齢者医療保険加入者の方は、血液検査などの基本健診を受

診していただけます（平日のみ）。　　●健診はすべて無料です。
●ご希望の日程の 10 日前までにお申し込みください。
　申し込み先／健康推進課（金屋庁舎）・清水行政局住民福祉室
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「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」
と
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保

険
協
会
が
主
催
し
募
集
し
て
い
る
も
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
は

小
川
小
学
校
4
年
生
と
鳥
屋
城
小
学
校
ひ

ま
わ
り
組
の
児
童
が
消
防
署
員
と
一
緒
に

自
分
た
ち
の
住
む
町
を
探
検
し
な
が
ら
作

成
し
た
「
ぼ
う
さ
い
マ
ッ
プ
」
を
応
募
し
、

全
国
47
都
道
府
県
の
小
学
校
や
児
童
館
な

ど
3
7
1
団
体
9
7
1
作
品
の
中
か
ら
、

見
事
に
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
す
ば
ら
し
い
作
品
か
ら
は
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
町
に
し
よ
う
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
中
の
救

急
出
動
件
数
は
1
2
3
6
件
で
、
搬
送

さ
れ
た
人
は
1
1
5
6
人
で
し
た
。
搬

送
さ
れ
た
人
の
う
ち
約
46
％
に
あ
た
る

5
3
1
人
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽

症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

 

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

・
急
な
病
気
や
け
が
以
外
は
、
な
る
べ
く

病
院
の
通
常
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

・
休
日
で
症
状
が
軽
く
自
分
で
病
院
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
地
域
の

急
患
診
療
所
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
本
当

に
必
要
な
人
が
救
急
車
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
正
し
い
理
解
と
適
正
な
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
病
気
に
な
っ
た
人
の
様
子
や
事
故
の
状

況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病
院
に
行
っ
た

方
が
い
い
と
判

断
し
た
と
き
は
、

迷
わ
ず
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ

さ
い
。

火
災　
…　
6
件

救
急　
…　
2
1
8
件

救
助　
…　
1
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
4
年
（
２
０
２
2
年
）

2
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ

コ
ン
ク
ー
ル

病
院
の
案
内

「
救
急
車
を
利
用
す
る
ほ
ど
で
は
な
い

け
ど
、受
診
で
き
る
病
院
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
に
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

●
わ
か
や
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

和
歌
山
県
内
の
病
院
に
関
す
る
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
皆
さ
ま
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
「
わ
か
や
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
」
と
検

索
す
る
と
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

（
24
時
間
対
応
）

☎
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9

●
こ
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
19

時
～
翌
朝
9
時
、
土
日
祝
9
時
～
翌
朝

9
時
）

☎
♯
8
0
0
0（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
）

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
8
0
0
0
（
ダ

イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
）

鳥屋城小学校 ぼうさいマップ小川小学校 ぼうさいマップ

広
報
あ
り
だ
が
わ
3
月
号
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

　
当
コ
ー
ナ
ー
「
毎
月
末
の
出
動
件
数
」
で
、「
令
和
4

年
（
2
0
2
2
年
）
12
月
末
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
1
月
末
」
で
す
。

　
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
か

ら
3
年
間
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
不
燃

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
入
札
を
昨
年
12
月

に
行
い
、
次
の
と
お
り
委
託
業
者
が
決
定

し
ま
し
た
。
4
月
か
ら
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
化
、

ご
み
出
し
日
・
時
間
の
厳
守
な
ど
、
収
集

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
収
集
運
搬
委
託
業
者

・
A
コ
ー
ス
（
吉
備
地
域
・
金
屋
地
域
の

一
部
）
／
株
式
会
社　

S
．
K
．
山
善

・
B
コ
ー
ス
（
金
屋
地
域
の
一
部
・
清

水
地
域
）
／
有
田
S
K
株
式
会
社

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
は
、
発
症
し
た
際
の
致
死
率
が

1
0
0
％
に
限
り
な
く
近
い
、
恐
ろ
し
い

感
染
症
で
す
。そ
の
た
め
犬
の
飼
い
主（
所

有
者
）
は
法
律
に
よ
り
、
犬
の
登
録
と
毎

年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
（
生
後
3
カ

月
以
上
の
犬
）
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
4
月
14
日（
木
）～
15
日（
金
）、

18
日
（
月
）
～
21
日
（
木
）、
25
日
（
月
）

～
26
日
（
火
）
の
計
8
日
間
、
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
車
で
移
動
し

な
が
ら
各
地
区
を
ま
わ
り
ま
す
。
予
定
時

間
や
実
施
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
あ

り
だ
が
わ
3
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
の
場
所
で
も
注
射
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
動
物

病
院
で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
射
料
／
３
２
５
０
円（
1
頭
に
つ
き
）

※
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

●
登
録
料
／
３
０
０
０
円

※
登
録
は
生
涯
に
１
回
。
登
録
を
済
ま
せ

て
い
る
犬
は
注
射
料
の
み
。

犬
猫
去
勢
等
補
助
制
度

犬
や
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、

適
正
な
飼
育
管
理
を
目
的
と
し
て
、
飼
い

犬
ま
た
は
飼
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内

で
犬
ま
た
は
猫
を
飼
う
方

●
補
助
額

・
犬
の
去
勢
／
6
0
0
0
円

・
犬
の
避
妊
／
8
0
0
0
円

・
猫
の
去
勢
／
4
0
0
0
円

・
猫
の
避
妊
／
6
0
0
0
円

※
1
年
度
に
つ
き
1
世
帯
2
匹
ま
で

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付
け
終
了

地
球
と
家
計
に
エ
コ
な
補
助
制
度

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
補
助
制
度

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備（
10

kW
未
満
）

家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 4 年（2022 年）1 月／約 304 トン

前月から増減なし

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃え
ないごみは環境センターで処理されており、
その運営費の一部を分担金として支払ってい
ます。分担金はごみ搬入量と人口に基づいて
計算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利用な
ど、ごみ減量によって環境にも町財政にもエ
コな暮らしを目指しましょう。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
不
燃
ご
み

収
集
運
搬
業
者
の
決
定

を
新
設
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方
で
、
本
年
度
中
に
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
、
完
成
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方

・
補
助
額
／
最
大
出
力
に
1

kW
あ
た
り

4
万
円
を
乗
じ
た
額
、
上
限
額
は
12
万

円
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
で
計
算
）

●
太
陽
熱
利
用
設
備
導
入
補
助
制
度

太
陽
熱
利
用
機
器
（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器

な
ど
）
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助

し
ま
す
。

・
対
象
者
／
町
内
に
太
陽
熱
利
用
機
器
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
事
業
者

・
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費

用
の
3
分
の
１
以
内
、
上
限
額
10
万
円

※
た
だ
し
貯
湯
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る
タ

イ
プ
は
一
律
7
万
円

・
対
象
シ
ス
テ
ム
／
太
陽
光
を
給
湯
ま
た

は
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
設
備
で
未
使

用
品
に
限
る
。
サ
ン
ル
ー
ム
や
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
く
。

●
補
助
制
度
利
用
の
注
意

各
種
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
金
交
付

申
請
書
を
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま

た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
受
け
付
け
は
、
予

算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
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問こども教育課（金屋庁舎）
安全マップ作り ・ 児童会行事

社会科の学習（単元名「安全なくらしをまもる」）
として、学校周辺をフィールドワークして「安全を
守るものや施設」「危険なところ」を発見し、安全マッ
プにまとめる学習をしました。

カーブミラーや消火栓、きしゅうくんの家など見
つけたものを地図にまとめ、学習を進めました。

藤並小学校 3年生
『安全マップ作り』

小川小学校
『児童会行事』

後期児童会役員が「小川っ子の絆を強くしたい」と
いう願いから計画した児童会行事を行いました。

全校を 8 グループに分けて、８カ所に設けられたゲー
ムコーナーを回りました。各ゲームコーナーでは、児
童会役員がゲームの説明をしてくれました。
「言葉集めゲーム」「宝ものに近づくと拍手で知らせる

宝探し」「絵で伝える伝言ゲーム」「ミュージックベルの
音当て」「図書室で指定の本を 2 分以内に見つける」など、
アイデア満載のゲームで楽しい時間を過ごしました。

418広報ありだがわ　2022.4



開催中の原画展
ひがしちから 原画展

期間／ 4 月 8 日（金）～ 5 月 6 日（金）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 4 月 12 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
①日程／ 4 月 03 日（日）・10 日（日）

   　　　     17 日（日）・24 日（日）
   　　　     29 日（金・祝日）
時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 4 月 09 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

②日程／ 4 月 23 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内
■一般書
オオルリ流星群　…………………… 伊与原新／著
奇跡　………………………………… 林真理子／著
チェレンコフの眠り　……………… 一條次郎／著
ブラック・ムーン　…………………… 逢坂剛／著
タラント　…………………………… 角田光代／著
奏鳴曲　………………………………… 海堂尊／著
ななみの海　…………………… 朝比奈あすか／著
続・犬棒日記　……………………… 乃南アサ／著

■児童書
はるいちばん　……………………… 青山友美／作
大ピンチずかん　……………… 鈴木のりたけ／作
荒野にヒバリをさがして
……………………… アンソニー・マゴ―ワン／作
なかよしの犬はどこ？　 … エミリー・サットン／作・絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

今月の移動図書館
詳細は ALEC までお問い合わせください。

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 4 月 14 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

ひがしちからさんと
一緒にお絵描きしよう！

日時／ 4 月 23 日（土）10:30 ～ 11:30
場所／ ALEC
対象／年中～小学 2 年生　定員／ 20 組　※申込要
申込／ 3 月 26 日（土）10:00 ～
※電話での申し込みは 29 日（火）10:00 ～
申込場所／ ALEC、ちいさな駅美術館
　　　　　金屋図書館、しみず図書室

こども読書の日イベント
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電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

法務省インターネット人権相談窓口
https://www.jinken.go.jp/

コロナ差別相談ダイヤル
☎ 073-441-2563

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827

昨
年
11
月
、
和
歌
山
県
土
砂
災
害
啓
発

セ
ン
タ
ー
の
方
と
語
り
部
の
久
保
栄
子
さ

ん
を
お
招
き
し
、
一
度
は
断
念
し
た
研
修

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

23
年
（
2
0
1
1
年
）
9
月
4
日
未
明

か
ら
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
被
災
し
た
様

子
を
手
作
り
の
紙
芝
居
に
し
、
分
か
り
や

す
く
、
そ
し
て
生
々
し
く
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

那
智
川
が
氾
濫
し
た
の
は
深
夜
2
時

頃
。
辺
り
は
真
っ
暗
で
、
気
付
い
た
時
に

は
も
う
家
の
中
ま
で
水
が
入
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。
ド
ア
も
開
け
ら
れ
ず
、
窓
か
ら

脱
出
し
て
屋
根
の
軒
に
、
久
保
さ
ん
ご
夫

婦
と
長
女
の
3
人
で
し
ば
ら
く
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

…
と
思
い
、
そ
こ
か
ら
3
m
ほ
ど
離
れ

た
フ
ェ
ン
ス
の
あ
る
駐
在
所
へ
移
動
し
よ

う
と
決
断
し
、
ま
ず
は
久
保
さ
ん
ご
本
人

が
手
を
放
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
や
っ
と

の
思
い
で
し
が
み
つ
い
た
の
は
、
家
か
ら

1
0
0
m
も
離
れ
た
歩
道
の
フ
ェ
ン
ス
で

し
た
。
そ
し
て
朝
ま
で
流
木
や
車
が
流
れ

て
く
る
の
に
耐
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
お
話
を
ず
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
う
か
が
い
、
本
当
に
よ
く
耐
え
抜
い
た

ん
だ
な
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

久
保
さ
ん
は
那
智
勝
浦
町
井
関
で
被
災

し
、
そ
の
後
72
歳
で
防
災
士
の
資
格
を
取

り
、
現
在
は
78
歳
だ
そ
う
で
す
。
防
災
士

と
し
て
「
寝
室
に
は
懐
中
電
灯
と
靴
を
常

備
す
る
。早
め
の
避
難
が
何
よ
り
重
要
で
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
も
忘
れ
ず
行
う

こ
と
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
災
害
が
多
く
、
一
人
で
も
多
く
命

が
助
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
久
保

さ
ん
も
そ
の
よ
う
な
思
い
で
、
今
も
元
気

に
遠
く
ま
で
来
て
く
れ
ま
す
。
も
っ
と
多

く
の
人
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
機
会
を

も
て
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

林

千
賀
子

会
場
の
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
に
は

62
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
案
内
図
に
は
ふ
り

が
な
が
を
つ
け
て
誰
も
が
入
り
や
す
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
立
ち
寄
っ
た
の
は
「
和
歌
山
県

ハ
ン
セ
ン
病
協
議
会
」「
車
い
す
と
着
物

W
A
と
Ｗ
Ａ
（
輪
と
和
）」「
和
歌
山
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
り
ぃ
ぶ
る
」「
和

歌
山
市
子
ど
も
食
堂
連
絡
協
議
会
」「（
一

リ
ー
ダ
ー
研
修

ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
１

社
）
和
歌
山
県
助
産
師
会
」
な
ど
。
情
報

を
得
る
い
い
機
会
で
し
た
。舞
台
で
は「
ダ

ン
ス
／
い
ぶ
き
一
座
」の
発
表
の
最
中
で
、

一
人
一
人
が
実
に
生
き
生
き
と
自
信
を

持
っ
て
表
現
す
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

社
会
心
理
学
者
の
三
浦
麻
子
教
授
の
講

演
も
あ
り
、
テ
ー
マ
は
「
人
間
の
心
の
し

く
み
と
偏
見
・
差
別
～
心
理
学
者
が
見
た

感
染
禍
～
」
で
し
た
。
ま
と
め
で
出
さ
れ

た
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
功
を
奏
す
る
か
、

感
染
が
さ
ら
に
ま
ん
延
し
て
し
ま
う
と
、

感
染
者
が
偏
見
・
差
別
に
遭
う
ケ
ー
ス
は

少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で

問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
別
の
弱
者
に
移
る
だ
け
で
あ
れ

ば
、
構
図
は
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
生
み
出
す
背
景
と
は
？
誰

の
心
に
も
潜
ん
で
い
る
人
間
と
し
て
の
弱

さ
。
別
の
弱
者
が
自
分
の
心
の
奥
底
を
出

せ
ず
に
つ
ら
さ
に
苦
し
む
こ
と
が
な
い
よ

う
「
人
々
の
考
え
方
を
動
か
し
て
い
く
た

め
の
必
要
な
持
続
的
な
努
力
」と
は
何
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
三
浦
教
授
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
禍
の
当
事
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
、
生
の
声
か
ら
社
会
現

象
を
読
み
解
き
、
心
の
あ
り
よ
う
を
研
究

し
て
い
く
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川　

髙
垣

か
す
み

リ
ー
ダ
ー
研
修

紀
伊
半
島
大
水
害
を
振
り
返
る
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まちのデータ
（令和 4年（2022 年）2月末日現在）

人口 2万 5,836 人
男 1万 2,245 人
女 1万 3,591 人

1 万 651 世帯

交通事故発生件数
（2月中、物損含む）

有田川町 39 件
死者 0人　負傷 0人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

4
月
の
行
政
相
談

●
4
月
20
日
（
水
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

9
時

～
11
時
30
分

・
清
水
会
館

和
室　

13
時
～
16
時

問

清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

～
地
域
で
支
え
る「
家
庭
養
育
」～

和
歌
山
県
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

家
庭
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、「
お
か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」

を
言
え
る
場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・
週
末
里

親
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家
庭
に
迎
え

て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に「
里
親
」

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
里
親
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
里
親
相
談
会

・
日
時
／
4
月
11
日
（
月
）

　

10
時
～
12
時　

13
時
～
16
時

・
場
所
／
金
屋
庁
舎
1
階

相
談
室
2

｝

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」

　
（
岩
出
市
中
迫
6
6
7
‐
1
）　

　

☎
0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
4　
　

　

フ
ァ
ク
ス 

0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
2

健 

康

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、
3
月
末
に
郵
送

し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
使
い
、

無
料
で
特
定
健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す
。

な
お
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

受
診
券
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
4
月
1

日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

40
歳
以
上
の
方

・
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
中

に
75
歳
に
な
る
方
で
、
75
歳
の
誕
生
日

ま
で
に
特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
希
望

す
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯
の
40
歳
以

上
の
方
で
、
全
額
納
付
が
完
了
し
た
方

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
和
歌
山
県
腎
友
会

糖
尿
病
か
ら
の

透
析
導
入
を
避
け
る
た
め
に

昨
今
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
糖
尿
病

を
患
い
、
人
工
透
析
を
導
入
さ
れ
る
方
が

非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
透
析
患
者
の
半

数
近
く
が
、
糖
尿
病
が
原
因
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
糖
尿
病
に
対
す
る
認
識

の
甘
さ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
糖
尿
病
が
原
因
で
透
析
導
入
に
な
っ
た

方
の
声

・
針
金
の
よ
う
な
太
い
針
を
動
脈
・
静
脈

の
２
カ
所
に
刺
す
の
が
非
常
に
痛
い
。

・
週
３
回
、
４
～
５
時
間
の
透
析
が
一
生

続
く
と
思
う
と
後
悔
の
念
に
駆
ら
れ
る
。

・
糖
尿
病
と
分
か
っ
た
と
き
に
、
食
事
管

理
な
ど
医
師
の
言
う
通
り
き
ち
ん
と

従
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て

い
る
。

・
日
常
の
行
動
に
制
約
が
あ
り
、
気
分
的

な
負
担
が
大
き
い
。

・
水
分
管
理
や
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

非
常
に
難
し
い
。

腎
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、

体
に
異
常
が
表
れ
た
と
き
に
は
、
す
で
に

手
遅
れ
で
す
。
一
生
続
く
辛
い
透
析
治
療

を
避
け
る
た
め
に
「
特
定
健
診
」
や
「
定

期
健
診
」
を
受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
和
歌
山
県
腎
友
会　

☎
0
7
3
‐
4
2
7
‐
1
2
2
0

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

お知らせお知らせ
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
ご
加
入
の
方

医
科
・
歯
科
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
年
１
回
、
医
科
健
康
診
査
と
歯

科
健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
5
月
下
旬
に
受
診

券
を
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
直
接
お
送
り
し
ま
す
。
受
診
券
発

行
の
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
や

不
明
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
医
科
健
康
診
査
】

●
対
象
者
／
被
保
険
者
全
員

●
検
査
項
目
（
全
員
に
実
施
す
る
項
目
）

／
問
診
、計
測
（
身
長
、体
重
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

血
圧
）、
診
察
（
身
体
診
察
）、
血
液
検

査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
糖
代
謝
、
腎
機

能
、尿
酸
、貧
血
な
ど
）、尿
検
査
（
糖
、

タ
ン
パ
ク
、
潜
血
）

●
検
査
項
目
（
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

方
に
追
加
で
実
施
す
る
項
目
）
／
心
電

図
検
査
、
眼
底
検
査

●
実
施
期
間
／
６
月
１
日
（
火
）
～
令
和

5
年
（
2
0
2
3
年
）
２
月
28
日
（
火
）

●
自
己
負
担
額
／
無
料

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・

問
診
票

●
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

子
育
て

◆
◆
◆

有
田
川
町
出
産
祝
金
・

第
3
子
以
降
出
産
祝
金

【
有
田
川
町
出
産
祝
金
】

●
支
給
対
象
児
／
令
和
3
年
（
2
0
2
1

年
）
4
月
1
日
以
降
出
生
し
、
出
生
日

か
ら
申
請
日
ま
で
引
き
続
き
当
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

●
支
給
対
象
者

・
支
給
対
象
児
の
父
ま
た
は
母
で
、
支
給

対
象
児
の
出
生
日
か
ら
申
請
日
ま
で
引

き
続
き
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
・
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯

員
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
支
給
額
／
支
給
対
象
児
1
人
に
つ
き

10
万
円

【
第
3
子
以
降
出
産
祝
金
】

●
対
象
者
／
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

母
親

①
第
３
子
の
出
産
前
お
よ
び
出
産
後
そ
れ

ぞ
れ
１
年
以
上
の
間
、
有
田
川
町
に
住

民
登
録
さ
れ
、実
際
に
居
住
し
て
お
り
、

今
後
も
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

②
基
準
日
（
第
３
子
出
生
日
の
１
年
後
）

に
３
人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ

と
。
な
お
、
第
１
子
お
よ
び
第
２
子
が

実
子
で
は
な
く
夫
の
連
れ
子
な
ど
で
あ

る
場
合
は
第
３
子
以
降
の
子
が
出
生
す

る
ま
で
に
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
こ
と
。

●
そ
の
他

す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場

合
や
、
病
院
・
介
護
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
な
ど
定
期
的
に
健
康
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
受
け

る
必
要
が
あ
る
か
、
主
治
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
歯
科
健
康
診
査
】

●
対
象
者
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）

３
月
末
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
の
方
と

90
歳
以
上
の
被
保
険
者

●
検
査
項
目
／
問
診
・
口こ
う

腔く
う

診
断
（
歯
の

状
態
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口
腔
衛
生

状
況
・
嚙
み
合
わ
せ
・
口
腔
乾
燥
・
粘

膜
の
異
常
）、
口
腔
機
能
検
査
（
噛
む

能
力
・
舌
機
能
・
嚥え
ん

下げ

（
飲
み
込
み
）

機
能
）

●
実
施
期
間
／
６
月
１
日
（
水
）
～
令
和

5
年
（
2
0
2
3
年
）
２
月
28
日
（
火
）

●
自
己
負
担
額
／
無
料

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・

問
診
票

●
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号
）　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

③
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯

員
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
案
内
文
を
送

付
し
ま
す
。

●
支
給
額
／
25
万
円

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

Twitter
有田川町役場
@join_hajimail

Facebook
有田川町役場
@AridagawaTown

Instagram
有田川町
@aridagawa_official

有田川町

公式 SNS

有田川町の最新情報や
魅力を SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サー
ビス）で発信しています。

お知らせお知らせ
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
与
事
業
・

育
児
用
品
等
購
入
費
助
成
金
交
付
事
業

【
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
与
事
業
】

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
新
規
貸
与
は
で

き
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）
３
月
31

日
時
点
で
貸
与
を
受
け
て
い
る
児
童
の

み
、年
齢
到
達
（
満
６
歳
に
な
る
年
度
末
）

ま
で
の
更
新
が
可
能
で
す
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
へ
の
更
新
は
、
新
規
扱
い
に
な

る
た
め
で
き
ま
せ
ん
。

【
育
児
用
品
等
購
入
費
助
成
金
交
付
事
業
】

●
対
象
品
目
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

（
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
含
む
）、
ベ
ビ
ー

カ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
抱
っ
こ
紐
、

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、
バ
ウ
ン
サ
ー
の
う
ち

2
個
以
内（
同
じ
品
目
が
2
個
で
も
可
）

●
対
象
者

・
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
6
歳
未

満
の
児
童
の
保
護
者
で
あ
り
、
購
入
お

よ
び
申
請
時
に
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
保
護
者

・
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯

員
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
助
成
額

・
1
個
目
／
購
入
し
た
費
用
の
半
額
（
上

限
1
万
円
）

・
2
個
目
（
1
個
目
と
同
じ
品
目
で
も
可
）

／
購
入
し
た
費
用
の
半
額（
上
限
5
千
円
）

※
お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き
、
申
請
は
1
回

限
り
で
す
。
2
個
申
請
さ
れ
る
場
合
は

同
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳
ま
た

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

・
領
収
書
（
申
請
者
氏
名
・
購
入
商
品
名
・

金
額
・
購
入
日
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

※
2
個
購
入
し
た
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商

品
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
の
分
か
る
領

収
書

・
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
み
）

※
宛
名
が
名
字
の
み
の
場
合
や
レ
シ
ー
ト

は
不
可

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
商
品
を
購
入
し
、

領
収
書
が
な
い
状
態
で
申
請
に
来
ら
れ
る

方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
領
収
書

の
発
行
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
い
た
だ

き
、
必
ず
申
請
者
氏
名
・
購
入
商
品
名
・

金
額
・
購
入
日
の
分
か
る
領
収
書
を
添
付

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

領
収
書
が
な
い
場
合
、
助
成
金
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

児
童
手
当
の
支
給

児
童
手
当
は
、
出
生
か
ら
中
学
校
修
了

ま
で
（
15
歳
に
達
し
た
後
、
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
養
育
者
が
複
数
人

い
る
場
合
、
主
た
る
生
計
者
が
受
給
者
と

な
り
ま
す
。
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
な

ど
は
除
く
）
の
方
は
、
所
属
庁
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
支
給
月
／
6
月
、10
月
、2
月（
年
3
回
）

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請
し
た
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
事
由
発

生
日
（
子
ど
も
の
出
生
日
な
ど
）
の
翌
日

か
ら
数
え
て
15
日
以
内
の
申
請
で
あ
れ

ば
、
月
を
越
え
た
申
請
に
な
っ
た
と
し
て

も
事
由
発
生
月
に
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
15
日
以
内
に
申
請
が
な
け
れ
ば
、
遅
れ

た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

・
受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
が
分

か
る
も
の

・
そ
の
他
支
給
事
由
や
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
書
類
（
対
象
者
の
み
必
要
）

【
児
童
手
当
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
】

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
6
月
1
日

（
10
月
支
給
分
）か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

●
特
例
給
付
の
支
給
に
係
る
所
得
上
限
額

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※
所
得
額
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
さ
れ
な

い
方
が
発
生
し
ま
す
。

●
現
状
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
す
。

※
提
出
が
必
要
な
方
も
い
ま
す
。
対
象
者

に
は
6
月
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
あ
り

だ
が
わ
6
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

支給月額

０歳～３歳未満（一律） 1 万 5,000 円

３歳以上小学校修了前
（第１子・第２子） 1 万円

３歳以上小学校修了前
（第３子以降） 1 万 5,000 円

中学生 1 万円

特例給付
（所得制限限度額以上の方） 5,000 円

所得制限限度額
扶養親族
などの数

所得制限
限度額 収入額の目安

0 人 622 万円 833 万 3,000 円
1 人 660 万円 875 万 6,000 円
2 人 698 万円 917 万 8,000 円
3 人 736 万円 960 万円
4 人 774 万円 1,002 万円
5 人 812 万円 1,040 万円

※「収入額の目安」は給与収入のみで計算した金額です。

お知らせお知らせ
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児
童
扶
養
手
当
の
支
給

父
母
の
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
、
20
歳

未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
者
）
が
育
成

さ
れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

●
手
当
を
受
け
る
に
は

必
要
書
類
を
添
え
て
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
者
や
生
計
同
一
の
扶
養
義
務
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

※
請
求
ま
た
は
児
童
が
公
的
年
金
給
付
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
公

的
年
金
給
付
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養
手

当
の
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害

年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る

場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と

し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童

　
後
期
高
齢

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
な
ど
が
改
定

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
令

和
4
・
5
年
度
（
2
0
2
2
・
2
0
2
3

年
度
）保
険
料
率
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
は
等
し
く
負
担
い
た
だ
く
「
均
等

割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所

得
割
額
」
の
合
計
額

と
な
り
ま
す
。

所
得
の
少
な
い
方

に
は
世
帯
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
7
割
、

5
割
、
2
割
の
均
等

割
額
軽
減
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
料
の
賦
課
限
度
額

（
上
限
保
険
料
額
）

が
66
万
円
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

令
和
4
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）

の
保
険
料
額
の
通
知

は
7
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号
）　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と

き
。

③
父
（
母
）
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
。

※
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
場
合
を
含
む
。

④
請
求
者
が
母
の
場
合
、
児
童
が
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
（
父
障
害

該
当
の
場
合
を
除
く
）。
請
求
者
が
父

の
場
合
、
児
童
が
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
と
き
（
母
障
害
該
当
の
場
合

を
除
く
）。

手当支給月額（令和 4 年度（2022 年度））
児童 1 人目

全部支給 4 万 3,070 円
一部支給 4 万 3,060 円～ 1 万 160 円

児童 2 人目
全部支給 1 万 170 円
一部支給 1 万 160 円～ 5,090 円

児童 3 人目以降
全部支給 6,100 円
一部支給 6,090 円～ 3,050 円

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
1
月
1

日
現
在
で
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格

な
ど
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
へ

の
登
録
が
完
了
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

縦
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
～
５
月

31
日
（
火
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
基
づ
く

●
縦
覧
場
所
／
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、土
地（
宅

地
な
ど
）
の
価
格
の
下
落
修
正
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
価
格
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
縦

覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
た
日
後
３
カ
月
ま
で
の
間
に
限

り
、審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

年度 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

令和 4・5 年度
（2022・2023 年度） 5 万 317 円 9.33% 66 万円

令和 2・3 年度
（2020・2021 年度） 5 万 304 円 9.51% 64 万円

お知らせお知らせ
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自
動
車
税
の
種
別
割

●
自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
期
限
は
5
月

31
日
（
火
）

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
も

で
き
ま
す
。
納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

（
L
I
N
E

P
a
y
、
P
a
y

P
a
y
、

P
a
y
B
な
ど
）
で
も
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）

の
減
免

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

名
義
や
障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
自
動
車

税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問

紀
中
県
税
事
務
所 

課
税
課　

☎
６
４

‐
１
２
６
０

医 

療

◆
◆
◆

医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ
時
期

医
療
費
通
知
は
、
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
宛
に
年
6
回
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
宛
に
年
3
回
、
郵
便
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
の
発
送
時
期
、
対

象
と
な
る
診
療
月
に
つ
い
て
は
表
の
と
お

り
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
は
再
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
通
知
は
、
税
申
告
の
際
の
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
で
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
代
わ
り
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除
に
関
す
る
こ
と

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
支
出
で
、

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

場
合
に
は
、別
途
領
収
書
に
基
づ
い
て「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
そ
の

明
細
書
を
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、医
療
費
領
収
書
は
、

確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
と
、
実
際

に
ご
自
身
が
負
担
さ
れ
た
額
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、

自
己
負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
欄
に

記
載
の
額
か
ら
公
費
負
担
医
療
の
額
を
差

し
引
く
な
ど
、
ご
自
身
で
額
を
訂
正
し
て

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

は
、税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
【
国
民
健
康
保
険
】住
民
課（
吉
備
庁
舎
）

　
【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】
和
歌

山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

年 

金

◆
◆
◆

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

「
産
前
産
後
期
間
保
険
料
免
除
制
度
」

と
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
（
産
前
産

後
期
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。
産
前
産
後
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上

の
出
産
を
言
い
、
死
産
、
流
産
、
早
産

の
場
合
を
含
み
ま
す
。

●
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
（
2
0
1
9

年
）
２
月
１
日
以
降
の
方

●
届
け
出
書
提
出
先
／
住
民
課
（
吉
備
庁

舎
）、や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）、

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
、
各
出
張
所

※
届
け
出
は
出
産
前
と
後
、
ど
ち
ら
で
も

で
き
ま
す
。

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
（
出
産
前
に
届
け

出
る
場
合
。
出
産
予
定
日
を
明
ら
か
に

で
き
る
書
類
）

※
死
産
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
で
き
る
書
類
が
必
要
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

診療月 お知らせ時期（予定）
後期（年 3 回） 国保（年 6 回）

1 月 （5 月下旬発送） 5 月上旬2 月

9 月下旬3 月 7 月上旬4 月
5 月 9 月上旬6 月

翌 1 月下旬7 月 11 月上旬8 月
9 月 翌 1 月上旬10 月 翌 5 月下旬

（1 月診療分含む）11 月 翌 3 月上旬12 月
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学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
新
年
度
分
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の
所
得
が
基

準
以
下
の
学
生

※
所
得
の
目
安
／
１
2
８
万
円
（
令
和
2

年
度
以
前
は
1
1
8
万
円
）
＋
（
扶

養
親
族
の
数
×
38
万
円
）
以
下

●
申
請
書
提
出
先

・
役
場
窓
口
（
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）、

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）、
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室
、
各
出
張
所
）

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

●
保
険
料
の
追
納

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
各
月
か

ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年
金
事

務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

福 

祉

◆
◆
◆

ご
存
じ
で
す
か
？ 

こ
の
手
当

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
の
障
害
も
し
く
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
症
状
に
あ
た
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

●
対
象
者
／
右
記
記
載
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、
主
と
し

て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
※
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
4
月
1

日
か
ら
「
眼
の
障
害
」
の
認
定
基
準
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。
良
い
方
の
眼
の

視
力
に
応
じ
て
適
正
に
評
価
で
き
る
よ

う
「
良
い
方
の
眼
の
視
力
」
に
よ
る
認

定
基
準
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額（
令
和
4
年
4
月
分
～
）

・
１
級
／
５
万
２
4
０
０
円

・
２
級
／
３
万
４
９
0
０
円

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と

き
②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
と
き

【
特
別
障
害
者
手
当
】

20
歳
以
上
で
、
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
の

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額（
令
和
4
年
4
月
分
～
）

／
２
万
７
３
0
０
円

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
病
院
に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と

き
【
障
害
児
福
祉
手
当
】

20
歳
未
満
で
、
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
の
た
め

に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
児
童
に
支
給
し

ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額（
令
和
4
年
4
月
分
～
）

／
１
万
４
８
5
０
円

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

【
手
当
を
受
け
る
に
は
】

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
や

す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
既
に
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
】

手
当
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
届
け
出

を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
障
害
程
度

に
変
更
が
あ
っ
た
」「
住
所
を
変
更
し
た
」

「
所
得
の
高
い
扶
養
義
務
者
と
生
計
を
共

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
場
合
は

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
届
け
出
が
遅
れ
た
り
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
支
給
さ
れ
な

く
な
る
場
合
や
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）
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障
害
者（
児
）補
助
金

【
有
田
川
町
障
害
者
施
設
通
所
交
通
費
助

成
金
】

在
宅
の
障
害
者
の
方
が
障
害
者
支
援
施

設
な
ど
に
通
所
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者

・
通
所
距
離
が
2
㎞
を
超
え
る
方
で
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
、
通
所
し
て
い
る

方
・
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯

員
が
町
税
を
滞
納
を
し
て
い
な
い
方

※
他
の
制
度
で
交
通
費
の
補
助
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
有
田
川
町
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通

所
補
助
金
】

有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

（
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
、
児
童
発
達
支

援
事
業
所
な
ど
）
に
通
う
児
童
の
保
護
者

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
助
金
で

す
。

●
対
象
者

・
有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設
に

通
所
（
施
設
の
開
所
日
数
の
半
分
以
上

通
所
）
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
で
、

自
宅
か
ら
の
距
離
が
4
㎞
を
超
え
る
方

・
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
一
の
世
帯

員
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）、
す

で
申
請
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申

請
は
不
要
で
す
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

有
田
川
町
で
は
町
内
在
住
の
重
度
障
害

者
の
方
に
対
し
、
社
会
参
加
と
福
祉
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
こ
と
で
、

タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
し

ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
受
付

場
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
・
２
級

②
療
育
手
帳　

A
１
・
A
２

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

１
級

●
交
付
枚
数
／
年
間
最
大
24
枚

※
年
度
途
中
で
の
手
帳
取
得
や
喪
失
な
ど

に
よ
り
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
／
町
が
指

定
す
る
事
業
所

●
利
用
で
き
る
期
間
／
令
和
5
年

（
2
0
2
3
年
）
3
月
31
日
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
対
象
と
な
る
障

害
者
手
帳
・
印
鑑

●
申
請
受
付
場
所

・
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

下
水
道

◆
◆
◆

農
業
集
落
排
水
・
簡
易
排
水
の

使
用
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
ら

農
業
集
落
排
水
お
よ
び
簡
易
排
水
を
ご

利
用
の
方
で
、
次
の
理
由
な
ど
で
使
用
人

数
に
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区
（
地
区

名
）
／
①
田
殿
地
区
（
田
口
、
大
谷
、

井
口
、
賢
、
船
坂
、
出
）
の
一
部

②

吉
見
地
区

③
熊
井
・
奥
地
区

④
吉
原

地
区

●
簡
易
排
水
処
理
事
業
実
施
地
区
（
地
区

名
）
／
栗
林
地
区

●
増
減
理
由
の
例

・
出
生
、
死
亡
に
よ
る
も
の

・
婚
姻
な
ど
に
よ
る
も
の

・
就
学
、
就
労
な
ど
に
伴
う
転
居
に
よ
る

も
の

・
施
設
入
所
な
ど
に
よ
る
も
の

問

下
水
道
課

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
汚

濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

●
補
助
対
象
区
域
／
公
共
下
水
道
区
域
・

農
業
集
落
排
水
区
域
・
簡
易
排
水
区
域

を
除
く
区
域

●
申
請
受
付
期
間
／
11
月
11
日
（
金
）
ま
で

※
必
ず
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
す
る

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
上
限
額

・
5
人
槽
／
43
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽
／
53
万
８
０
０
０
円

・
8
人
槽
以
上
／
71
万
２
０
０
０
円

●
補
助
金
受
給
要
件

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
は
工
事
完
了
後
に
移
住
す
る

者
で
あ
る
こ
と

・
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
店
舗
併
用
住

宅
は
条
件
に
よ
り
含
む
）

・
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
3
月
末

ま
で
に
設
置
工
事
を
完
了
し
、
補
助
金

に
係
る
必
要
書
類
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
各
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※
他
に
も
諸
条
件
あ
り

問

下
水
道
課
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下
水
道
使
用
料
金
算
出
方
法
の
変
更

　
徳
田
処
理
区
農
業
集
落
排
水
を

　
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

徳
田
処
理
区
農
業
集
落
排
水
を
公
共
下

水
道
に
統
合
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ
ま

は
、
下
水
道
使
用
料
金
の
算
出
方
法
が
4

月
使
用
分
（
5
月
請
求
分
）
か
ら
変
更
と

な
り
ま
す
。

●
変
更
前
（
一
般
家
庭
の
場
合
）
／
基
本

料
金
1
6
5
0
円
+
（
居
住
者
の
人

数
×
6
6
0
円
）

●
変
更
後
／
基
本
料
金
1
3
2
0
円
+

（
10
㎥
を
超
え
た
使
用
水
量
か
ら
1
㎥

に
つ
き
×
1
3
2
円
）

※
使
用
水
量
が
10
㎥
以
下
の
場
合
は
基
本

料
金
の
み
。

問

下
水
道
課

募 

集

◆
◆
◆

手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

多
く
の
方
に
手
話
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
年
度

も
手
話
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
手
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
ば
「
手
話
」
を
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。

手
話
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

申
問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

手話講習会日程など（全 23 回を予定）
講習日時 講習初日 場所

初心者クラス
基礎からきっちり

学びたい方

毎月
第 1・第 3 水曜日

14 時～ 15 時 30 分
4 月 27 日 金屋庁舎 2 階　大会議室

ステップアップクラス
レベルアップしたい方 毎月

第 1・第 3 金曜日
19 時～ 20 時 30 分

4 月 22 日
金屋庁舎 2 階　大会議室

こどもクラス
小学 3 年生～中学 3 年生で

手話に関心のある方
金屋庁舎 2 階　小会議室

●申込締め切り日／ 4 月 20 日（水）　※以降でも随時参加いただけます。
※講習日程は締め切り後に改めてご連絡します。　※新型コロナウイルス感染症拡大状況により休止となる場合があります。

第33回 名前の伝え方を紹介します。
自分の名前を手話で表現できるように頑張りましょう！

手話にチャレンジ！「木村」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

①「木」
両手の親指と人さし指で
木の幹の部分を
イメージする輪を作り
上にあげながら
左右に開いていく。

②「村」
左手の指を少し曲げ
左手の平に、右手の
人さし指をつけ
鍬のように前後させる。

お知らせお知らせ
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防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
26
日
（
日
）
～
29
日

（
水
）

・
試
験
日
／
7
月
6
日（
水
）～
9
日（
土
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
8
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
17
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
の
者
で
指
定
さ
れ
た

国
家
資
格
な
ど
を
有
す
る
者

・
受
付
期
間
／
4
月
8
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
16
日（
土
）～
17
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

●
第
1
回 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
14
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

※
飛
行
要
員
の
み

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
25
日
（
土
）

※
飛
行
要
員
除
く

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
1
回 

自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
14
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
23
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
25
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊 

医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
免

許
の
取
得
者

・
受
付
期
間
／
6
月
10
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
24
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
海
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
・
技
術
海

上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

・
資
格
／
大
卒
以
上
の
者
で
応
募
資
格
に

定
め
ら
れ
た
学
科
、
専
攻
学
科
な
ど
を

卒
業
後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ

る
者

・
受
付
期
間
／
5
月
20
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
20
日
（
月
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
海
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
、
技
術
海

曹
・
空
曹

・
資
格
／
大
卒
以
上
の
者
で
応
募
資
格
に

定
め
ら
れ
た
学
科
、
専
攻
学
科
な
ど
を

卒
業
後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ

る
者

・
受
付
期
間
／
5
月
20
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
17
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
第
1
回 

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
5
月
10
日
（
火
）
ま
で

・
試
験
日
／
5
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp
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令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主
の

方
か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
の
提
出
期

限
は
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
９

月
30
日
で
す
。

②
家
計
急
変
世
帯
／
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
し
な
い
世
帯
の
う
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）

１
月
以
降
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
全
員
が
令
和
３
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
分
の
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て
い
る
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限

は
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
９
月

30
日
で
す
。

●
注
意

①
②
の
い
ず
れ
も
、
世
帯
の
全
員
が
住

民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
支
給
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
金
額
／
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

案 

内

◆
◆
◆

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
た
方
々
に
対
し
、
速
や
か
に
生

活
･
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
て
臨
時

特
別
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
／
基
準
日
（
令

和
３
年
（
2
0
2
1
年
）
12
月
10
日
）

に
お
い
て
、
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
分
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

※
２
月
中
旬
頃
に
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
主
の
方
に
確
認
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
提
出
期
限
は
確
認
書
の
発
行
日

か
ら
３
カ
月
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
お
早
め
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
票
の
住
所
と
居
住
地
が
違
う
な

ど
、
確
認
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
全
員
の

●
有
田
川
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
☎

０
１
２
０
‐
０
７
３
‐
７
０
７

・
場
所
／
金
屋
庁
舎
１
階

応
接
室
内

・
受
付
時
間
／
９
時
～
18
時
（
役
場
開
庁

日
に
伴
う
）

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止

現
在
、
メ
ジ
ロ
は
捕
獲
禁
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。
既
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ

ジ
ロ
は
引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。な
お
、

野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い
高
齢
者
な

ど
は
、
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問

有
田
振
興
局
衛
生
環
境
課　

☎
６
４

‐
１
２
９
３

農振除外等申請の受付停止

農振計画の一部変更申請（除外
や編入）の受け付けを停止します。
農地転用を計画されるなど各種申
請が必要な方は、日程にご注意く
ださい。

●停止期間
令和 4 年 10 月 1 日（土）
～変更計画の告示まで

問い合わせ先／産業課（金屋庁舎）

お知らせお知らせ

430広報ありだがわ　2022.4



月 火 水 木 金 土 日
1 2 3

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

4 5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

8 9
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

10
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

11 12
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

13
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

14 15 16 17
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

18 19
□集団健診

（旧北小学校・
西ケ峯コミュニ
ティセンター）

【健康推進課】

20
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□行政相談所
（安諦地区基幹集落
センター・清水会館 )

【総務政策室】

21 22
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

23
□ひがしちからさ

んと一緒にお絵
描きしよう！

（ALEC）【ALEC】
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

24
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

25
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

26
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

27 28 29 昭和の日
□生石高原山開き

（生石高原）
【商工観光課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

30 5/1

2
□水道・下水道料金

納期限（納付書）
【水道課・下水道課】

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6

4月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□ 2 歳児健診
（金屋文化保健センター )【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

□集団健診
（境川コミュニティセンター・日物川
コミュニティセンター）【健康推進課】
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延
蔵
寺
は
、
青
田
地
区
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
す
。
地
区

の
伝
承
に
よ
る
と
、
寺
の
歴
史
は
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
（
約

7
0
0
年
前
）
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
ま
す
。
播は
り
ま磨
国
（
現
在

の
兵
庫
県
南
西
部
）
の
有
力
武
士
で
、
足
利
尊
氏
の
重
臣
と
し
て

重
用
さ
れ
、
室
町
幕
府
の
成
立
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
赤
松
則の
り
む
ら村

の
孫
に
あ
た
る
赤
松
宗む
ね
の
り範
と
い
う
武
士
が
移
り
住
み
、
城
を
築
い

て
堂
を
建
て
た
の
が
寺
の
開
基
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

宗
範
の
子
孫
で
、
赤
松
延
蔵
と
い
う
人
物
が
仏
に
深
く
帰
依
し
た

こ
と
か
ら
、
延
蔵
の
寺
と
し
て
延
蔵
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
今
も
寺
の
山
号
は
「
赤あ
か
ま
つ
さ
ん

松
山
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
赤
松
氏
の
動
向
は
不
明
で
す
が
、
境
内
に

は
赤
松
氏
一
族
の
供
養
塔
と
伝
わ
る
笠
塔
婆
が
あ
り
ま
す
。
高
さ

が
1
7
7
㎝
と
立
派
な
も
の
で
、
正
面
に
は
「
南な

む

あ

み

だ

ぶ

つ

無
阿
弥
陀
仏
」

と
い
う
名み
ょ
う
ご
う号

と
、
そ
の
下
に
蓮れ
ん
げ華

の
台
座
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

年
号
や
願
主
な
ど
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
赤
松
氏
の
衰
退
に
よ
っ
て
寺
は
廃
れ
て
い
き
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
（
約
3
0
0
年
前
）
に
哲て
つ
り
ょ
う亮
と
い

延え
ん
ぞ
う
じ

蔵
寺
の
笠か
さ
と
う
ば

塔
婆
（
青あ
お
だ田
地
区
）

う
僧
が
寺
を
再
興
し
て
中
興
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

地
蔵
堂
は
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
年
）
に
改
修
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
建
物
の
建
築
様
式
か
ら
享
保
年
間
の
再
興
時
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

哲
亮
は
、
那
賀
郡

勢せ
い
だ
む
ら

田
村
（
旧
打
田

町
）
か
ら
地
蔵
菩

薩
を
移
し
て
安
置

し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

時
に
安
置
さ
れ
た

地
蔵
菩
薩
は
、
延

命
地
蔵
と
子
安
地

蔵
と
し
て
今
も
厚

く
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

笠塔婆 地蔵堂
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